
第107号
令和3年9月
発行

P
4
　共
同
募
金
運
動
が
始
ま
り
ま
す
。

P
8
　介
護
予
防
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

青空教室園芸コース（モイストポプリづくり）
　花壇の花を摘み、粗塩やハーブオイルを使って容器に詰め重ねてモイス
トポプリを作りました。芳香剤、除湿剤、お部屋の飾りとしても楽しめます。
　園芸コースの他にも、運動コース、はつらつ教室、介護予防セミナーなど、
いろいろな事業をとおして生きがいづくり、健康づくりに取り組んでいます。



　いなべ市では、平成29年より自治会内での話し合い、
情報交換の場「福祉委員会」の設置を推進しています。
今回は、長きに渡って活動を行ってきた、坂本地区福祉
委員会(藤原町坂本地区)を取材しましたので紹介します。

頑張る地域の福祉活動！頑張る地域の福祉活動！

〇委員会を立ち上げた経緯を教えてください。
➡平成22年10月より、地域の見守り活動について話し合うことを目的に、
地域包括支援センターと連携して「坂本地区懇談会」を立ち上げ、自分
たちでできる福祉活動について話し合い、学ぶ場として定期的に開催し
てきました。平成26年4月に坂本地区の福祉活動を推進する組織と位
置づけ、「坂本地区福祉委員会」として発足しました。

〇取り組んでいる活動について教えてください。
➡坂本地区は土砂災害に悩まされている地域です。その為、災害時に活用
できるよう、見守りが必要な方の情報についてまとめた、地区独自の災
害時救援者名簿を作成し、毎年定期的に更新しています。

　　また、日頃からの関係づくりの場として、ボランティアが主体となっ
たサロンを定期的に開催しています。こういった気軽な集まりの中でも、
安否確認や見守り活動に関する会話があり、地域の中でなくてはならな
い場になっています。

　福祉委員会を通じて子どもや若い世代、高齢者までみんなが住みやすい坂本地区を作っていこうとい
う地域への思いをお話していただきました。コロナ収束後を見据え、現状をどう乗り越えて行くかを前
向きに検討されている姿勢が印象的でした。まだまだ予断を許さない日々が続きますが、今出来ること
をみんなで知恵を出し合って考えていけるといいですね。

生活支援コーディネーターからひと言・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

〇活動を続けていく上で、何か地域内に変化はありましたか？
➡住民同士の関係性が大きく変わってきたと思います。自治会や自主防災隊、給食ボランティアなど、
それぞれの組織だけの動きや考えで終わっていたことが、福祉委員会を設置したことで、自然に情報
の集約ができたり、意見交換がスムーズにできるようになりました。
　　自治会を良くしようと思うのであれば、様々な立場の人が関わらないといけないし、有事の際であ
れば、尚さら連携が必要だと思っています。そういった意味で、福祉委員会は地域の関係性に非常に
良い変化をもたらしてくれていると感じています。
〇福祉委員会の必要性について、どのように考えていますか。
➡コロナ禍でサロンや地区の行事などを中止せざるを得なくなりました。そ
の結果、高齢者の身体機能や認知能力の低下を懸念する声が聞かれていま
す。
　　新型コロナウイルスの脅威が治まっても、前のような地域の状態に戻せ
るのか心配しています。このような状況を乗り越えるには、有事の連携や
対策を協議する場としての福祉委員会が重要になると感じています。これ
から、活気のある坂本地区にするにはどうしたら良いのか、みんなで前を
向いて話し合っていきたいと思います。

坂本地区福祉委員会

サロン再開に向けた検討会

自主防災隊のグッズ

坂本地区福祉委員会の皆さん

委員長　児玉茂昭さん

《お問合せ》　地域福祉課　地域づくり係　担当：小川健、松岡、小川（智）、滝　☎41ｰ2945
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JAみえきた いなべ地域女性部・助け合い組織「ほほえみの会」企画

食品ロス削減に向けた取り組み ～食品配付のご案内～

傾聴講演会のご案内
～話を聞くことの大切さを学ぶ～

日　　　時　10月1日(金)、2日(土)　10：00～ 14：00
場　　　所　JAみえきた　員弁支店（員弁庁舎内）
　　　　　　＜いなべ市員弁町笠田新田111＞
対　　　象　食品ロス削減に賛同いただけ、食品を必要とされる方
配布食品(例)　お米、缶詰、インスタント・レトルト食品、お菓子など

開 催 日　令和3年10月13日(水)
時　　間　13：30～ 15：30
会　　場　北勢市民会館　２階　視聴覚室
対　　象　話し相手ボランティアで活動されている方
　　　　　傾聴やボランティア活動に興味や関心のある方
講　　師　牧野　勢津子 氏

講師プロフィール
臨床心理士。三重いのちの電話研修委員。
現在は県内高校のスクールカウンセラー、こどもの発達に関わる相談、「おし
ごと広場みえ」で就労に悩む若者の相談、三重短期大学の学生相談も担当さ
れている。

内　　容　他者とのコミュニケーションのコツ
　　　　　ボランティア活動における傾聴の必要性と活用方法
申込期日　10月11日(月)までに、下記までご連絡ください。

　JAみえきたの助けあい組織では、コロナ禍で活動が制限
される中、食を通じて支援活動をしたいと思い企画しまし
た。未使用未開封の食品を食品ロス削減の取り組みにご賛
同いただけ、食品を必要とされる方へお渡しします。

　「傾聴」とは、人の話をただ聞くだけではなく、より深く丁寧に耳を傾けることです。
傾聴は、こころのケアでもあり、ストレスを軽減させる効果があります。この機会に、
傾聴について学んでみませんか？

この事業で
取 り 組 む
S D G ｓ

《お申込み・お問合せ》　地域福祉課　地域づくり係　小川(智)　41ｰ2945

《お問合せ》　JAみえきた  いなべ総合センター内ふれあい課　☎78ｰ3986
　　　　　　いなべ市社会福祉協議会  いなべ市ボランティアセンター　☎41ｰ2945
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みなさんの募金がいなべ市の福祉活動を支えます

赤い羽根共同募金運動が
10月1日から始まります

　さまざまな地域福祉の課題解決に取り組む民間団体を支援するしくみとして、また、市民のやさしさ
や思いやりを届ける運動として、市民が主体になって共同募金運動を進めています。
　赤い羽根共同募金は、「じぶんの町を良くするしくみ」です。いなべ市においても、自治会を通じて
おこなう戸別募金は、町づくりに活用され、大きな役割を果たしています。

ひとりひとりの思いやりが、いなべ市を良くします

あなたの募金はあなたの町で使われます

　ご協力いただいた募金は、約7割がじぶんの町での活
動を応援する地域助成に、約3割が町を越えた広域での
活動を応援する広域助成へ使われています。

じぶんの町を良くする活動に

　募金は地域福祉を支える活動に使われています。
　いなべ市でも、社協の事業やボランティア団体の事業をとおして、還元されています。

使われます　

いなべ市社協の事業に対する配分 …… 4,649,962円

昨年にご協力いただいた募金は、今年度、次のような事業を通していなべ市を良くするために使われます。

地域におでかけ事業
ひとり親家庭支援事業
共同募金啓発事業
ふるさとづくり公園等整備助成事業 

あんしん電話事業
歳末ふれあい事業
ボランティア団体助成事業

ボランティア団体助成事業による助成団体

障がい者支援の輪ののはな
いなべ防災ボランティアの会
子育てサロンさくらんぼ
いなべおもちゃ病院
あげきっ子民謡保存会
北勢子育て応援団
阿下喜パトロール隊

朗読奉仕の会こもれび
朗読ボランティアなよの音
朗読ボランティア「ほおじろ」
大安町おはなしの会くまのこ
いなべ子育てネットワークいなこね
山口給食ボランティア
いなべ非常通信ボランティア

バルーンアートの会
ふるさといなべ市の語り部の会
腹話術劇団はたいも
いなべ人権のまちづくりを進める会
ほんわかと
みんな食堂このゆびとまれ
まごころパトロール

じぶんの町を良くするしくみ

じぶんの町

約　 割７
市町村を越えた広域

での活動や災害時の備え

約　  割3
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《お申込み・お問合せ》　地域福祉課　団体支援係　担当：川瀬　☎41ｰ2945

目標募金額 …… 6,016,900円

いなべ市共同募金委員会よりお知らせ

地域におでかけ事業
ひとり親家庭支援事業
ボランティア団体助成事業
スポーツふれあい事業

あんしん電話事業
ふるさとづくり公園等整備助成事業
歳末ふれあい事業

ひとり親家庭支援事業
小・中学校入学支援のお知らせ

　市内在住のひとり親世帯を対象に、小学校・中学校の入学を祝うとともに、
入学支援を目的に、入学準備品の購入費を助成するものです。

　今年10月1日からご協力いただく募金は、来年度に次のような事業を通して、
いなべ市を良くするために使う予定です。

　10月1日に赤い羽根共同募金街頭募金活動を市内にて実施します。
　活動への皆様のご理解、ご協力を何卒よろしくお願いいたします。

対　　象　市内在住で令和4年4月に小学校もしくは中学校に入学される児童で、次のいずれ
にも該当する方
①ひとり親世帯
②小学校入学時にランドセルもしくは、中学校入学時に学生服・体操服のいずれか
を購入する方
③市民税非課税世帯

助 成 額　対象の購入費用とする。ただし、助成額は1人10,000円を上限とする。
　　　　　※助成総額には限りがありますので先着順となります。お早めにお申込みください。
申込方法　所定の申込書に必要事項を記入のうえ、以下の①～③を添えて下記窓口まで提出し

てください。
①ランドセルもしくは学生服、体操服購入の領収書
②住民票（世帯全員が記載されたもの）
③市民税非課税証明書
※①は、令和3年4月1日～令和4年3月11日までに購入
したものに限ります。
※②および③は、申請書提出の3ヵ月以内に発行されたも
のに限ります。（写しでの提出も可）
※申込書は地域福祉課にあります。また、ホームページか
らもダウンロードできます。

受付期間　令和3年9月2日（木）～令和4年3月11日（金）

52021.9



　高齢者の方が地域へ出かける機会を増やすとともに、地域の店舗が、地域の方
との交流の場となることで、引きこもり予防も目的としています。

　ふるさとづくり公園整備助成事業は、自治会で管理する地域の公園の整備を支援します。
　公園の遊具の点検費用やペンキ塗り、草刈りにかかる燃料費などの経費を助成します。

《お申込み・お問合せ》地域福祉課　団体支援係　担当：川瀬　☎41ｰ2945

《お問合せ》地域福祉課　団体支援係　担当：伊藤　☎41ｰ2945

対 象 者

申 込 方 法

申込受付期間

75歳以上のひとり暮らしの方
（令和4年3月31日時点で75歳以上の方）
地域福祉課窓口にて、所定の申込書に必要事項を記入のうえ、
お申込みください。
令和3年9月2日（木）～令和4年1月31日（月）

対 　 象
助 成 額
申 込 方 法

申込受付期間
そ の 他

今年度、自治会で管理する公園を整備するための費用
自治会あたり年間上限20,000円
地域福祉課窓口にて、所定の申込書に必要事項を記入のうえ、お申込みください。
申込書は社協ホームページからもダウンロードできます。
令和3年9月2日（木）～令和4年2月28日（月）
詳細は、事業要綱を確認ください。※社協ホームページに要綱を掲載しています。

協 力 店 舗 地域福祉課窓口でご確認ください。

～地域のお店にでかけよう～

～地域の公園を守ろう～

利用の流れ ①地域福祉課の窓口にて申請手続きを行います。
②窓口で利用店舗を決め、チケットを受取ります。
③店舗でチケットを利用することが出来ます。
　チケットにて利用できるメニューは店舗によって異なります。
　チケットは4回利用分です。

〈申込にあたって〉
窓口までお越しいただくことが困難な場合は、お住まいの地区の民生委員児童
委員の方へご相談ください。

地 域 に お で か け 事 業 のご案内

ふるさとづくり公園整備助成事業のご案内

令和3年度　いなべ市障がい者スポーツ交流会の中止について
新型コロナウィルス感染拡大防止対策の徹底と参加者、関係者皆様の健康・安全面を第一に
考慮した結果、本年度の「いなべ市障がい者スポーツ交流会」は中止とさせていただきます。
　楽しみにしていただいていた皆様には、大変申し訳ございませんが、何卒御理解をいただ
きますようお願いいたします。
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生活交流会のご案内

『福祉の職場ばーちゃる見学inみえ』実施！

障がい児・者生活交流会 知的

障がい児・者生活交流会 精神

◆対　　象　特別支援学級、特別支援学校に通学されているお子様を持つ保護者
◆日　　時　令和3年11月11日（木）10：00～ 12：00
◆場　　所　北勢市民会館　視聴覚室（北勢町阿下喜3083ｰ1）
◆テ ー マ　●学校生活、進学について
　　　　　　●困りごとへの対応の仕方について
◆定　　員　20名（先着順）
◆申込締切　令和3年11月1日（月）

生活交流会ボランティア募集について
ご協力いただける方は、申込期日までにご連絡ください。

　生活交流会は参加者やボランティアとの交流や
仲間づくりを目的に開催しています。

　交流会についてはお子様が通学されている時間帯での開催となりますので、お気軽にご参加下さい。

《お申込み・お問合せ》
　地域福祉課　地域づくり係　担当：竹中、松岡　
　☎41ｰ2945　　 chiiki@inabewel.or.jp

①保護者同士の交流会

◆対　　象　療育手帳をお持ちの方、特別支援学級等に通学されている方とその保護者
◆日　　時　令和3年11月21日（日）10：00～ 12：00
◆場　　所　いなべ市大安スポーツ公園体育館（大安町大井田2704）
◆定　　員　20名（先着順）
◆参 加 費　一人100円(当日徴収、付き添い無料)
◆持 ち 物　体育館シューズ、飲み物、タオル
◆申込締切　令和3年11月12日（金）

　運動レクリエーションは体育館を貸切って行います。のびのびと体を動かしてリフレッシュしましょう。

◆対　　象　精神保健福祉手帳をお持ちの方
◆日　　時　令和3年11月13日（土）10：00～ 12：00
◆場　　所　北勢市民会館　料理教室(北勢町阿下喜3083ｰ1)
◆内　　容　災害に備えよう！ろうそく作り、災害カードゲーム
◆定　　員　20名（先着順）
◆参 加 費　一人100円(当日徴収します。付添いの方は無料)
◆そ の 他　飲み物は各自ご持参ください。
◆申込締切　令和3年11月5日（金）

福祉の職場ばーちゃる見学inみえ　動画公開日程
高齢者分野：令和3年10月11日（月）～ 10月17日（日）　福）洗心福祉会
障害者分野：令和3年10月25日（月）～ 10月31日（日）　福）三重済美学院
児 童 分 野：令和3年11月 8日（月）～ 11月14日（日）　県内児童養護施設

　今年は大雨による土砂災害が各地で発生しました。今回は災害時にも役立つろうそく作りを行います。
その後は、災害カードゲームで学びながら交流しましょう。

　例年バスツアーで開催している「福祉の職場見学」。新型コロナウイルス感染防止対策として見学に
行った感覚を掴んでいただけるような動画をYouTubeで公開しています！

※事前申込みが必要です（9/1 ～申込開始）　　※詳細は三重県福祉人材センターホームページで

②スポーツ推進員による運動レクリエーション

※参加の際はマスクの着用をお願いします。また、ご自宅にて体温を計測して頂き、発熱がある場
合や体調が優れないときは、参加をお控えください。ご協力のほどよろしくお願いいたします。

《お申込み・お問合せ》　【お問合せ】三重県社会福祉協議会　三重県福祉人材センター　☎059ｰ227ｰ5160

72021.9
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i n f o m a t i o n

s c h e d u l e

知っ得・やっ得　人生 100 年計画

介護予防セミナー
健康づくりのポイント満載！！

～からだ元気！  しあわせいっぱい～

感染対策をして
お待ちしています！

五感を使って体感
「創作・クラフト」

もの忘れ予防の
　　　　ポイント

リハビリ専門職
による

お口は健康の入り口
お口の健康法

歯科衛生士による

運動や体操の
基礎知識②

運動や体操の
基礎知識①

リハビリ専門職
による

食生活から健康づくり
栄養・水分のポイント

栄養士による

五感を
刺激しよう！

いきいきとした
毎日を！

会 場　いなべ市北勢市民会館　２階視聴覚室
時 間　13：30～ 15：00　　定 員　25名
費 用　無料　　持ち物　飲み物、タオル
お申し込み方法　下記までご連絡ください。

《お申込み・お問合せ》　地域福祉課　介護予防事業係
　　　　　　　　　　　 担当：小川（吾）・杉本・位田　☎0594ｰ41ｰ2944

いなべ市ボランティア連絡協議会について
　令和3年4月より始動し、これから取り組んでみたいことの
意見交換や参加者それぞれの活動紹介などを行なっています。
8月現在、個人ボラ10名、団体17団体が加入されています。
　有志の集まりになりますので、他の活動者と交流や情報交換
したい方は、お気軽に下記までご連絡ください。次号以降、加
入団体の紹介をします。
開催日時　毎月第4火曜日　9：30～ 11：00

《お問合せ》　いなべ市ボランティア連絡協議会事務局(オレンジ工房あげき2階地域福祉課内)
　　　　　　☎0594ｰ41ｰ2945　　chiiki@inabewel.or.jp

●後期開催日程●
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【今までの人生で印象深いこと】

こころ 通信とこころ 通信とこころこころ 通信通信ホホ ととッッ
今号は、藤原町上相場の林英義さんをご紹介します。
英義さんは大正生まれの98才、長女さんと二人暮らしです。

一番印象に残っているのは、第2次世界大戦で昭和19年から20年の終戦まで出征したこと
で、当時の旗や袋を今も大切にされています。戦後はセメント関連の工場に勤め、黒部の黒四
ダム工事へセメントを送るため朝から晩まで働いたそうです。
家庭では孫さん達の世話をする等、長年家族を支えてみえました。

【楽しみにしていること】
4人の孫さん、6人のひ孫さんがみえます。みんな、おじいちゃんのこ

とが大好きです。コロナの影響で会えない日が続いていますが、「孫とひ
孫が来るのが一番の楽しみ」と心待ちにしています。
また、定年退職後に旅行や祭りへ出掛けて撮ったビデオを整理し、観

ることも楽しみのひとつです。「多くの人に旅行した気分になって欲し
い」との思いで、桑名市の高齢者施設へビデオを届けたこともあり、披露
したところ大好評だったそうです。

【ふだんの過ごし方】
天気が良いと庭の椅子に座り、日光浴しながら手足の曲げ伸ばしをさ

れています。家の中では新聞を隅々まで読み、ビデオを整理し観て過ご
します。書くこと、記録することが得意で、家計簿も長年つけています。
昨年末からは、週1回デイサービスへ出掛け、運動や人との交流、余暇活
動にも取り組まれています。

【元気で長生きするコツ】
元気の秘訣は「何にでも興味を持ち、体や頭を使うこと」だそうです。

今は４Ｋテレビの綺麗な画像に興味をもっているそうです。
さらに「３食しっかり食べること」を大切にしています。コロナ禍で大切な人と会えない日

が続き、気持ちが沈むこともありましたが、栄養をしっかりとって元気な体でいることを心
がけています。

【地域包括支援センターより】
高齢になると、動かないことが多くなり、体や頭の働きが低下してし

まいう虚弱（フレイル）になりやすいので、庭に座って日光浴のついで
に簡単な運動を続けることは良いことです。
食事を3食、栄養のバランス良くしっかりと食べることで免疫力や体

力が保てます。また、おしゃべりを楽しむと口周りの筋力が保て、ムセ
にくくなります。一人のときは、早口言葉や鼻歌で口を動かすこともお
勧めです。
これからも、興味のあることに取り組み、心と体を整え元気にお過ご

しください。　

《こころホッと通信への掲載希望、お問合せ》　いなべ市地域包括支援センター　☎86ｰ7818

えいよし

92021.9



心あたたまるたくさんの
  ご寄附をありがとうございました

令和3年7月20日までに
ご寄附いただいた皆さまです

オレンジ工房あげきへのご寄附オレンジ工房あげきへのご寄附オレンジ工房あげきへのご寄附オレンジ工房あげきへのご寄附

向 平

其 原

畑 毛

二 之 瀬

石 槫 南

中央ケ丘

山 口

日 内

坂 本

平 塚

石 槫 南

丹生川中

別 名

麻 生 田

桑 名 市

下 平

東 村

下 野 尻

鼓

様
様
様
様
様
様
様
様
様
様

様
様
様
様

様
様
様
様
様

伊 藤 幸 代
伊 藤 公 喜
田 中 茂 樹
高 木 　 正
水 谷 昭 典
瀧 上 正 之
梅 山 靖 洋
片 山 正 夫
児 玉 恵 美 子
伏見稲荷大社大安支部

藤 井 　 豊
渡 邊 英 也
三 輪 雅 也
出 口 勝 彦
株式会社ほくせい
愛灯館阿下喜
伊 藤 澄 代
井 後 和 也
佐 藤 幸 生
川 瀬 雅 博

善意のご寄附善意のご寄附善意のご寄附善意のご寄附

様
様
様
様
様
様

〈ひきこもり支援センター 瑠璃庵 からのお知らせ〉

寄　附　者住 所 寄　附　者住 所 寄　附　者住 所

社協事業全般へのご寄附社協事業全般へのご寄附社協事業全般へのご寄附社協事業全般へのご寄附

保育園事業へのご寄附保育園事業へのご寄附保育園事業へのご寄附保育園事業へのご寄附

　瑠璃庵では、偶数月の第3土曜日に不登校の子と親を応援する会「トライ
アングルハーティー」による不登校やひきこもりで悩んでいるご家族同士で
お話しする交流会を開催しています。
　また、9月より、毎月第2木曜日に医療法人「北勢会」の専門職による「ひ
きこもり相談」を実施します。
　どうぞご利用ください。

〇「トライアングルハーティー」による交流会
　日　時　10月16日（土）10：00～ 12：00
　場　所　いなべ市ひきこもり支援センター　瑠璃庵　ラウンジ
　参加費　無料

〇医療法人「北勢会」の専門職による「ひきこもり相談」
　日　時　  9月  9日（木）10：00～ 12：00、13：00～ 15：00
　　　　　10月14日（木）10：00～ 12：00、13：00～ 15：00
　　　　　11月11日（木）10：00～ 12：00、13：00～ 15：00
　場　所　いなべ市ひきこもり支援センター 瑠璃庵　相談室
　相談料　無料

高 柳

向 平

日 内

石 榑 南

中 山

市 場

川 瀬 安 久
土 岐 千 穂
水 谷 ミ ツ 子
水 谷 京 子
岡 田 秀 司
長 野 芳 宏
匿名3名

匿名1名

匿名1名

《お問合せ》　いなべ市ひきこもり支援センター 瑠璃庵　担当：鷲﨑・安藤　☎37ｰ0084
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勤労感謝の日

文化の日

10月1日から11月30日まで

日 月 火 水 木 金 土
1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31 1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28

いなべ市社協イベントスケジュール

29 30

★四季の家　四季の家は誰でも自由にご参加いただける、つどいの場です。
　時間　9：30～
　会場　ふじわら：ふじわら高齢者生活支援センターいこい　
　　　　い な べ：員弁老人福祉センター
　　　　だいあん：イオン大安店 2階 大安ホール　
　　　　ほくせい：北勢市民会館
　※8：00の時点で気象警報（大雨警報、洪水警報、大雪警報）、地震に関する情報（地震注意情報）が
　　発令されている時は四季の家は休みます。

★一般相談の相談員は民生委員児童委員の方々です。事前予約は必要ありません。
　時間　13：00～16：00　　会場　北勢福祉センター 2階

《お問合せ・予約受付》　地域福祉課　☎41-2945

★弁護士・司法書士相談 は事前予約が必要です。
　時間　13：00～16：00（1人25分以内）
　会場　北勢福祉センター 2階
　担当　地域福祉課 団体支援係：伊藤、川瀬

瑠璃庵交流会

生活交流会

四季の家ふじわら

介護予防セミナー

介護予防セミナー弁護士相談

弁護士相談四季の家ふじわら

四季の家ふじわら

四季の家いなべ 傾聴講演会

四季の家ほくせい
生活交流会
ひきこもり相談

四季の家いなべ

四季の家ほくせい
ひきこもり相談

四季の家ほくせい

司法書士相談

一般相談

弁護士相談

弁護士相談

一般相談

四季の家だいあん

四季の家だいあん

四季の家だいあん

四季の家だいあん

10月

11月

生活交流会
園庭開放

（山郷保育園）

園庭開放
（石榑保育園、丹生川保育園）

四季の家ほくせい

園庭開放
（三里保育園、丹生川保育園）

園庭開放
（石榑保育園）

園庭開放
（山郷保育園）

四季の家ふじわら

園庭開放
（員弁西保育園）

四季の家いなべ

園庭開放
（員弁西保育園）

園庭開放
（三里保育園）
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この広報紙は、資源保護のため再生紙と環境に
やさしいベジタブルインキを使用しています。

※個人情報保護法の遵守により、事業の申込み等に記載いただいた情報は、その事業以外には一切使用いたしません。
〈この広報誌の発行にはいただいたご寄附、社協会費の一部を使用させていただいております。〉

編集・発行 社会福祉法人 いなべ市社会福祉協議会

いなべ市社協ケアプランセンター

〒511-0428　いなべ市北勢町阿下喜2624-2 オレンジ工房あげき隣
▶ケアプランセンター
　TEL 0594-82-1728 ／ FAX 0594-72-3147
▶介護支援課　ホームヘルパーステーション
　TEL 0594-72-7788 ／ FAX 0594-72-3147

〒511-0498　いなべ市北勢町阿下喜31 いなべ市役所内
▶地域包括支援センター
　　　TEL 0594-86-7818 ／ FAX 0594-86-7866
▶縁　TEL 0594-86-7817 ／ FAX 0594-86-7866
▶日常生活自立支援センター
　　　TEL 0594-86-7817 ／ FAX 0594-86-7866

〒511-0428　いなべ市北勢町阿下喜2624-2
▶総務課　　　　TEL 0594-41-2942 ／ FAX 0594-41-2943
▶こども支援課　TEL 0594-41-2947 ／ FAX 0594-41-2949
▶地域福祉課 地域づくり係・団体支援係
　　　　　　　　TEL 0594-41-2945 ／ FAX 0594-41-2949
　　　　　　 介護予防事業係
　　　　　　　　TEL 0594-41-2944 ／ FAX 0594-41-2949
▶障がい支援課　TEL 0594-72-5130 ／ FAX 0594-72-5162

オレンジ工房あげき

ふじわらデイサービスセンター
藤原町市場494-2
TEL0594-46-8007/FAX0594-46-8044

ひきこもり支援センター瑠璃庵
北勢町阿下喜974
TEL0594ｰ37ｰ0084/FAX 0594ｰ37ｰ7531

石榑保育園
大安町石榑南335
TEL/FAX0594-78-0245

三里保育園
大安町平塚535
TEL/FAX0594-78-1391

丹生川保育園
大安町丹生川中2109-3
TEL/FAX0594-78-2086

山郷保育園
北勢町其原818
TEL/FAX0594-72-2624

北勢子育て支援センターすこやかランド
北勢町其原818
TEL/FAX0594-72-8488

員弁子育て支援センターなかよしひろば
員弁町石仏1868-1
TEL/FAX0594-74-5829

員弁西保育園
員弁町石仏1868-1
TEL0594-74-4182/FAX0594-74-4192

石榑子育て支援センターはっぴい・はあと
大安町石榑南335
TEL/FAX0594-78-0246

至十社

至治田
北勢郵便局

GSGS

阿下喜小学校
北勢中学校

池

オレンジ工房あげき
ホームヘルパーステーション
ケアプランセンター

員弁街道

至
員
弁
町

至
藤
原
町

北勢福祉センター
北勢庁舎

（たんぽぽ作業所）

北勢市民会館

えにしえにし

いなべ市くらしサポートセンター縁
いなべ市地域包括支援センター

いなべ市社協ホームヘルパーステーション
いなべ日常生活自立支援センター

Facebook

ホームページ twitter

▶人口 … 45,169人　▶世帯数 … 18,778世帯　▶65歳以上 … 12,460人
▶高齢化率 … 27.6％　▶ボランティア登録者数 … 1,746人

数字で見るいなべ市の福祉
（令和3年8月1日現在）

令和4年度 正規職員を募集します。

《お問合せ》　総務課　総務人事係　担当：木村／上野　電話41ｰ2942

※募集資格、選考方法、その他詳細については、
　ホームページをご覧ください。

障がい者通所事業所 支援員（若干名）

令和４年４月1日

募集職種

社会福祉士または介護福祉士受験資格

採用日

私たちと一緒に働きませんか


